
一 一 一 一一一一
《地域包括ケアシステムとは》 r岡一郡一一ロ～～ Ii 

ζ ポイント！ ! _) II 
02025 年（11 年後〉には 3.3 人に一人が65 歳以上と予測。 ＼ご守 三回一J ! 

が進んでも住み慣れた地で暮らし続けるために、地域の特色を生かした『地域包括
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《熟年相談室なぎさ和楽苑から見広わが町『葛西地区』は！？》 I 
｜①主な担当圏域の平均高齢他率は 16% （資料 1 、資料2) I 
・全国の高齢化率25%む比べ数値は値いが、高齢化率が 20%を超えている地域もある。
※高齢化率7%～「高齢化社会」／高齢化率 14%円「高齢社会」／高齢化率 21%～「超高齢社会」

司既に 10 年後を見据えた取り組みが必要となっている。

陪相談活動、地域活動を通して見えてきた課題l ! 
・高齢化率と相談件数が必ずしも比例していなし1。高齢化率が高くとも相談件数が偉い地域ち見られる。 i

＝今必要な方に当相談室の役割がまだまだ知られていない可能性がある。〈資料3) I 
・新規の相談ルートはフォーマル資源（公的機関、専門職〉が多く、インフォーマル資源からの紹介で 1

繋がる件数が全体的に少なし1。（資料 5) ~ 
司当事者やご家族仁、より皇近なインフォーマルな方々との連携わ，t1必要となっている。 ! 

・支援困難や虐待対応など、切迫した相談、緊急性の高い相談が増えている。 ! 
＝今早期に相談に繋がらず、状況が切迫した段階での対応となっている。〈資料4，資料 6)

より早い段階で相談が繋がり、専門的な支援が開始できるネットワークが必要となっている。
女熟年相談室の出張講座・出張相談会の実施、地域向け機関紙の発行等により、 PB活動を実施中！
・地域の朗け合い・見守りは「プライバシーや個人情報の問題」、「町自治会未加入者の増加」等の i 
課題ちある。一方で高齢化の進む地域では、見守り活動や交流の揚〈サロン〉の提供など独自の I 

《地域包括ケアシステムの“見守り”や “連携”の具体化にむけて》

大見守りのイメージ

担当者に~る見守吋
定期的な安否確認や声掛けが

必要な方に苅して担当と役割を

決めて行う見守り。

＊民生・児童委員、くすのき

クラブ、住民ボランティ？など

大個人情報の『壁』：個人情報保護を理由に関係者で必要な情報を共有できない悩み

個人情報保護法を正しく理解し、個人情報を適切に管理しつつ上手く活用することで、

個人情報保護と地域福祉活動のパランスをとづていくことが必要となっています！

『高齢者等の見守りガイドブックJ P23~ 29 

育連携の『鍵』：様々な立場や職種から地域の課題を出し合い共有できる。

Eいの役割や取組みを知り、

顔の見える関係 （相談しやすい関係〉 が築くことで、

自分の地域・活動に生かすことができる。

地域への連携｜こd蒋号鮮のクトプでの意見交換、情報交換の揚を
ご活用ください。


